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保健医療課
鈎0824‐73‐1155

シリーズ
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東城
地域

内科・小児科・外科・胃腸科

No.02

　当院は昭和９年に開院し、以来約80年東城地区
の医療に携わってきました。わたしで４代目の院
長になります。かかりつけ医として日常診療・訪問
診療だけでなく、本年度は市委託人間ドックとして、
約130人の方の人間ドックを行いました。他にも協
会けんぽ健診・企業健診などの健診業務を充実さ
せています。また、健診後の健康指導や運動療法も
行っており、疾病の早期発見や予防を通じて、地域
の医療に貢献したいと思っています。

　岡山大学医学部講師を勤めた後、平成11年４月
から父の診療所を引き継いで東城町の医療の一端
を担っています。どんな病気でもまず診療し、必要
な場合には迅速に専門医や専門施設へ紹介します。
生活習慣病に対しては、治療よりも予防に重点を
置いて診療しています。１週間に１日、専門の理学
療法士が診療に加わります。少子高齢化が進行し
ていますが、安心して生活できる医療を目指した
かかりつけ医でありたいと考えています。
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　先々代から開業医として東城町の医療、保健福
祉の一端を担ってきました。現在は、19床の入院施
設を併設し、内科全般の治療に対応。また、無医地
区の内堀で出張診療も行っています。
　副院長は、数少ない皮膚科専門医として小児か
ら高齢者の皮膚疾患の治療を行うとともに、レー
ザーを導入して、しみ・脱毛などの美容皮膚科にも
対応しています。今後も地域に根ざした家庭医の
役割として頑張って行きたいと考えています。

　昭和34年に三上薬局の長男として出生。中学生
のころから「東城で医者をやりたい」と考えていま
した。岡山大学医学部第１内科とその関連病院で
約15年間研修した後帰郷し、平成18年５月に東城
町本通りに開院しました。現在まで予防接種を除
き約2360人の方々に診察ご来院いただき本当に
感謝しています。今後も日本内科学会総合内科専
門医の一員として地域医療に貢献していきます。
よろしくお願いします。
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　平成11年から７年間庄原赤十字病院に勤務した後、
平成18年４月に新規開業しました。基幹病院では、消
化器疾患を中心に診療していましたが、診療所ではさ
まざまな疾患を診療しています。中山間地域は過疎や
少子化に加え、医師偏在に伴う医師や看護師不足など
医療を取り巻く環境に多くの問題を抱えています。ま
た、診療所では検査・治療に限界があります。基幹病院
との連携を図りながらより良い診療を行い、地域住民
の方々の健康の一助を担えればと考えています。

　双三中央病院（現在の三次中央病院）勤務を経て、
昭和55年１月に当地で開業し、32年目を迎えてい
ます。昨今の医師不足問題は勤務医の過重労働が
主な要因といわれ、庄原赤十字病院もコンビニ受
診に悩まされていると聞いています。わたしたち
開業医が、住民の信頼を回復してなんとしても第
一次救急を守り勤務医の先生方の負担を少しでも
和らげ、庄原市の医療崩壊を防ぐよう微力ながら
今後も頑張っていきたいと思っています。

内科・胃腸科

市民の安心と健康を守る診療所
ひ　　 つた
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　昨
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し
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